
自
然
保
護
委
員
総
会
が
９

月
9
日
、
10
日
、
石
川
県
白

山
市
の
国
立
公
園
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
で
「
山
岳
自
然
保

護
の
集
い
白
山
大
会
」
と
共

に
開
催
さ
れ
た
。

白
山
開
山

1300
年
を
迎
え
、

「
悠
久
の
歴
史
を
守
り
続
け

る
白
山
文
化
に
学
ぶ
」
を
テ
ー

マ
に
自
然
保
護
意
識
の
再
確

認
を
期
し
た
。

白
山
は
明
治
維
新
政
府
よ

り
「
神
仏
判
然
令
」
が
公
布

さ
れ
奈
良
時
代
よ
り
続
い
た

神
仏
習
合
が
禁
止
さ
れ
神
道

と
仏
教
が
は
っ
き
り
分
離
さ

れ
、
白
山
信
仰
は
神
道
と
な
っ

た
。総

会
は
過
去
最
多
の
30
都

道
府
県
が
参
集
し
た
。
各
県

独
自
の
自
然
観
察
会
、
高
山

植
物
保
護
活
動
、
清
掃
登
山
、

水
質
検
査
、
放
射
能
測
定
な

ど
自
然
保
護
活
動
を
行
な
っ

て
い
る
。

南
ア
ル
プ
ス
を
持
つ
静
岡

で
は
、
活
動
の
母
体
と
し
て

環
境
省
自
然
公
園
指
導
員
18

名
、
県
立
自
然
公
園
指
導
員

45
名
、
県
環
境
保
全
管
理
員
、

高
山
植
物
保
護
指
導
員

394

名
、
日
山
協
自
然
保
護
指
導

員
な
ど
が
活
動
し
て
い
る
。

南
ア
ル
プ
ス
高
山
植
物
保

護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
成
は
、

N
P
O

法
人
高
山
植
物
保
護
協

会
静
岡
支
部
、
県
山
岳
連
盟
、

市
山
岳
連
盟
、
高
体
連
登
山

部
、
井
川
山
岳
会
、
㈱
特
殊

東
海
フ
ォ
レ
ス
ト
、
勤
労
者

山
岳
連
盟
が
加
盟
し
て
活
動

し
て
い
る
。

内
容
は
、
高
山
植
物
の
鹿

等
に
よ
る
食
害
に
防
鹿
柵
を

聖
平
、
茶
臼
岳
、
荒
川
岳
、

三
伏
峠
へ
。
台
風
に
よ
る
表

土
流
出
を
丸
太
柵
工
や
ヤ
シ

製
マ
ッ
ト
の
敷
設
、
又
、
木

道
を
聖
平
、
茶
臼
岳
、
光
岳

の
セ
ン
シ
カ
原
に
設
け
植
生

が
少
し
ず
つ
よ
み
が
え
っ
て

き
て
い
る
。
南
ア
中
南
部
の

山
小
屋
の
ト
イ
レ
は
、
バ
イ

オ
式
又
は
水
洗
で
、
避
難
小

屋
は
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
で
荷

揚
げ
時
に
ヘ
リ
で
降
ろ
し
処

理
し
て
い
る
。

各
県
の
活
動
報
告
の
後
、

二
軒
小
屋
の
少
し
北
、
地
下

400
ｍ
を
通
る
リ
ニ
ア
工
事
の

現
状
を
質
問
さ
れ
た
。
ト
ン

ネ
ル
掘
削
に
よ
る
、
大
井
川

の
水
量
減
少
対
策
と
し
て
導

水
路
工
事
を
始
め
た
。
山
梨

県
側
着
工
し
た
が
本
工
事

は
始
ま
っ
て
い
な
い
と
報
告
。

基
調
講
演
は
「
白
山
信
仰

と
文
化
遺
産
」
を
演
題
に
、

石
川
県
山
岳
協
会
副
会
長
石

森
氏
。
又
、
白
山
と
頭
に
つ

く
高
山
植
物
、
ハ
ク
サ
ン
フ
ー

ロ
―
な
ど
18
種
と
富
士
山
の

フ
ジ
ア
ザ
ミ
19
種
、
伊
吹
山
、

日
光
、
箱
根
が
紹
介
さ
れ
た
。

（
豊
田

稔
）

日
時

９
月
４
日
（
月
）

18
時
30
分
～

場
所

労
政
会
館
会
議
室

出
席
者

滝
田
博
之
、
清
水

雄
三
、
木
ノ
内
高
嘉
、
出
利

葉
義
次
、
諸
戸
明
、
豊
田

稔
、
工
藤
誠
志
、
堀
内
修
、

高
橋
弘
、
松
永
義
夫
、
増
田

浩
二
、
市
川
隆
夫
、
内
海
廣

治
、
田
中
保
広
、
内
山
一
彦
、

坂
田
昇
、
浅
井
徹
、
鈴
木
修
、

前
川
朝
夫

会
長
挨
拶

①

中
高
年
安
全
登
山
指
導

者
講
習
会
（
東
部
地
区
）
の

募
集

50
名
、
現
在

38
名
の

た
め
、
８
月
29
日
締
切
り
を

９
月
10
日
ま
で
延
期
し
た
。

②
「
白
山
を
登
ろ
う
」
参
加

申
込
者
、
現
在
５
名
、
後
10

名
ほ
ど
欲
し
い
の
で
、
知
り

合
い
に
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
た
い
。

③
「
山
の
日
」
記
念
事
業
で

「
ふ
る
さ
と
の
山
を
登
ろ
う
」

を
、
10
月
28
日
～
29
日
で
開

催
す
る
。
県
岳
連
の
70
周
年

事
業
に
位
置
づ
け
し
て
い
る

の
で
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。

議
事

(1)
各
委
員
会
の
実
施
報
告

・
指
導
委
員
会

①
ハ
イ
キ
ン
グ
縦
走
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座

６
月
18
日
、
27

名
参
加
し
た
。

②
夏
山
登
山
教
室
「
針
ノ
木

岳
に
登
ろ
う
」
参
加
者
15
名

７
月
22
日
～
23
日
実
施
し
た
。

・
国
体
委
員
会

①
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
成
績

成
女
２
位
、
少
男
２
位
、
少

女
３
位

少
男
の
本
大
会
出

場
決
定

・
遭
対
委
員
会

①
中
級
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー

講
習
会
を
11
月
18
・
19
日
に

計
画
し
た
。

・
海
外
委
員
会

海
外
登
山
計
画

①
ロ
シ
ア

カ
フ
カ
ス
山
脈

エ
ル
ブ
ル
ー
ス
登
山
（
５
６

４
２
ｍ
）
期
間
18
年
08
月
08

日
～
19
日
（
12
日
間
）
の
予

定
。

②
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
ス
ト
ッ

ク
カ
ン
リ
登
山
（
６
１
５
３

ｍ
）
期
間
19
年
08
月
上
旬
～

中
旬
（
12
日
間
）
の
予
定
。

説
明
会

10
月
10
日
、
Ｈ
30

年
２
月
６
日

「
来
て
こ
」

③
日
山
協

海
外
登
山
委
員

総
会
出
席

期
日

７
月
22

日
～
23
日

場
所

立
山
。

・
そ
の
他

①
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
正
副
会
長
・

理
事
長
会
議

静
岡
が
担
当

し
、
焼
津
市
で
開
催
し
た
。

滝
田
会
長
、
木
ノ
内
理
事
長

の
２
名
が
出
席
し
た

(2)
「
秋
山
登
山
教
室
紅
葉
の

白
山
を
登
ろ
う
」

募
集
15
名
、
10
月
14
日
～
15

日

現
在
参
加
者

５
名

(3)
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル期
日

10
月
28
・
29
日

山

伏
、
牛
首
の
頭
周
辺
、
３
コ
ー

ス
を
設
定
。

(4)
中
高
年
安
全
登
山
講
習
会

参
加
申
込
者

現
在
３
８
名

登
山
コ
ー
ス
の
再
下
見
,

役
割
分
担
等
の
打
合
等
お
こ

な
っ
た
。

(5)
愛
媛
国
体

10
月
１
日
～
３
日
西
条
市

山
岳
競
技
選
手
団
の
発
表

総
監
督

滝
田
博
之
、
監
督

成
男

伊
藤
裕
貴
、
同
少
男

岩
田
幸
裕

ト
レ
ー
ナ
ー

少
男

稲
垣
裕
介

選
手

成
男

田
邊
匡
律
、

鈴
木
正
信
・
少
男

原
賢
伸
、

片
桐
綾
真

今
年
は
、
ト
レ
ー
ナ
ー
を
派

遣
す
る
こ
と
に
し
た
。

(6)
中
級
レ
ス
キ
ュ
ウ
―
研
修

会

11
月
18
・
19
日

会
場

西
湖

観
岳
園
、
講

師

堤
信
夫
氏
で
計
画
し
た
。

(7)
高
校
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
コ
ン

テ
ス
ト

兼
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

第
１
回
9
月
18
日
、
第
２
回

12
月
26
日
、
第
３
回
30
年
3

月
14
日
、
浜
松
ス
ク
エ
ア
。

本
大
会
か
ら
、
高
校
生
以
外

に
中
学
生
以
下
の
ジ
ュ
ニ
ア

層
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
し

た
。

(8)
第
19
回
竜
爪
岳
競
技
会

12
月
10
日
（
日
）
役
員
が
必

要
な
た
め
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

(9)

Ｈ
30
岳
連
カ
レ
ン
ダ
ー

300
部
作
成
、
１
部
千
５
百
円
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
前
川
朝
夫
）

自
然
保
護
委
員
総
会
が
９

月
9
日
、
10
日
、
石
川
県
白

山
市
の
国
立
公
園
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
で
「
山
岳
自
然
保

護
の
集
い
白
山
大
会
」
と
共

に
開
催
さ
れ
た
。

白
山
開
山

1300
年
を
迎
え
、

「
悠
久
の
歴
史
を
守
り
続
け

る
白
山
文
化
に
学
ぶ
」
を
テ
ー

マ
に
自
然
保
護
意
識
の
再
確

認
を
期
し
た
。

白
山
は
明
治
維
新
政
府
よ

り
「
神
仏
判
然
令
」
が
公
布

さ
れ
奈
良
時
代
よ
り
続
い
た

神
仏
習
合
が
禁
止
さ
れ
神
道

と
仏
教
が
は
っ
き
り
分
離
さ

れ
、
白
山
信
仰
は
神
道
と
な
っ

た
。総

会
は
過
去
最
多
の
30
都

道
府
県
が
参
集
し
た
。
各
県

独
自
の
自
然
観
察
会
、
高
山

植
物
保
護
活
動
、
清
掃
登
山
、

水
質
検
査
、
放
射
能
測
定
な

ど
自
然
保
護
活
動
を
行
な
っ

て
い
る
。

南
ア
ル
プ
ス
を
持
つ
静
岡

で
は
、
活
動
の
母
体
と
し
て

環
境
省
自
然
公
園
指
導
員
18

名
、
県
立
自
然
公
園
指
導
員

45
名
、
県
環
境
保
全
管
理
員
、

高
山
植
物
保
護
指
導
員

394

名
、
日
山
協
自
然
保
護
指
導

員
な
ど
が
活
動
し
て
い
る
。

南
ア
ル
プ
ス
高
山
植
物
保

護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
成
は
、

N
P
O

法
人
高
山
植
物
保
護
協

会
静
岡
支
部
、
県
山
岳
連
盟
、

市
山
岳
連
盟
、
高
体
連
登
山

部
、
井
川
山
岳
会
、
㈱
特
殊

東
海
フ
ォ
レ
ス
ト
、
勤
労
者

山
岳
連
盟
が
加
盟
し
て
活
動

し
て
い
る
。

内
容
は
、
高
山
植
物
の
鹿

等
に
よ
る
食
害
に
防
鹿
柵
を

聖
平
、
茶
臼
岳
、
荒
川
岳
、

三
伏
峠
へ
。
台
風
に
よ
る
表

土
流
出
を
丸
太
柵
工
や
ヤ
シ

製
マ
ッ
ト
の
敷
設
、
又
、
木

道
を
聖
平
、
茶
臼
岳
、
光
岳

の
セ
ン
シ
カ
原
に
設
け
植
生

が
少
し
ず
つ
よ
み
が
え
っ
て

き
て
い
る
。
南
ア
中
南
部
の

山
小
屋
の
ト
イ
レ
は
、
バ
イ

オ
式
又
は
水
洗
で
、
避
難
小

屋
は
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
で
荷

揚
げ
時
に
ヘ
リ
で
降
ろ
し
処

理
し
て
い
る
。

各
県
の
活
動
報
告
の
後
、

二
軒
小
屋
の
少
し
北
、
地
下

400
ｍ
を
通
る
リ
ニ
ア
工
事
の

現
状
を
質
問
さ
れ
た
。
ト
ン

ネ
ル
掘
削
に
よ
る
、
大
井
川

の
水
量
減
少
対
策
と
し
て
導

水
路
工
事
を
始
め
た
。
山
梨

県
側
着
工
し
た
が
本
工
事

は
始
ま
っ
て
い
な
い
と
報
告
。

基
調
講
演
は
「
白
山
信
仰

と
文
化
遺
産
」
を
演
題
に
、

石
川
県
山
岳
協
会
副
会
長
石

森
氏
。
又
、
白
山
と
頭
に
つ

く
高
山
植
物
、
ハ
ク
サ
ン
フ
ー

ロ
―
な
ど
18
種
と
富
士
山
の

フ
ジ
ア
ザ
ミ
19
種
、
伊
吹
山
、

日
光
、
箱
根
が
紹
介
さ
れ
た
。

（
豊
田

稔
）

日
時

９
月
４
日
（
月
）

18
時
30
分
～

場
所

労
政
会
館
会
議
室

出
席
者

滝
田
博
之
、
清
水

雄
三
、
木
ノ
内
高
嘉
、
出
利

葉
義
次
、
諸
戸
明
、
豊
田

稔
、
工
藤
誠
志
、
堀
内
修
、

高
橋
弘
、
松
永
義
夫
、
増
田

浩
二
、
市
川
隆
夫
、
内
海
廣

治
、
田
中
保
広
、
内
山
一
彦
、

坂
田
昇
、
浅
井
徹
、
鈴
木
修
、

前
川
朝
夫

会
長
挨
拶

①

中
高
年
安
全
登
山
指
導

者
講
習
会
（
東
部
地
区
）
の

募
集

50
名
、
現
在

38
名
の

た
め
、
８
月
29
日
締
切
り
を

９
月
10
日
ま
で
延
期
し
た
。

②
「
白
山
を
登
ろ
う
」
参
加

申
込
者
、
現
在
５
名
、
後
10

名
ほ
ど
欲
し
い
の
で
、
知
り

合
い
に
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
た
い
。

③
「
山
の
日
」
記
念
事
業
で

「
ふ
る
さ
と
の
山
を
登
ろ
う
」

を
、
10
月
28
日
～
29
日
で
開

催
す
る
。
県
岳
連
の
70
周
年

事
業
に
位
置
づ
け
し
て
い
る

の
で
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。

議
事

(1)
各
委
員
会
の
実
施
報
告

・
指
導
委
員
会

①
ハ
イ
キ
ン
グ
縦
走
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座

６
月
18
日
、
27

名
参
加
し
た
。

②
夏
山
登
山
教
室
「
針
ノ
木

岳
に
登
ろ
う
」
参
加
者
15
名

７
月
22
日
～
23
日
実
施
し
た
。

・
国
体
委
員
会

①
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
成
績

成
女
２
位
、
少
男
２
位
、
少

女
３
位

少
男
の
本
大
会
出

場
決
定

・
遭
対
委
員
会

①
中
級
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー

講
習
会
を
11
月
18
・
19
日
に

計
画
し
た
。

・
海
外
委
員
会

海
外
登
山
計
画

①
ロ
シ
ア

カ
フ
カ
ス
山
脈

エ
ル
ブ
ル
ー
ス
登
山
（
５
６

４
２
ｍ
）
期
間
18
年
08
月
08

日
～
19
日
（
12
日
間
）
の
予

定
。

②
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
ス
ト
ッ

ク
カ
ン
リ
登
山
（
６
１
５
３

ｍ
）
期
間
19
年
08
月
上
旬
～

中
旬
（
12
日
間
）
の
予
定
。

説
明
会

10
月
10
日
、
Ｈ
30

年
２
月
６
日

「
来
て
こ
」

③
日
山
協

海
外
登
山
委
員

総
会
出
席

期
日

７
月
22

日
～
23
日

場
所

立
山
。

・
そ
の
他

①
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
正
副
会
長
・

理
事
長
会
議

静
岡
が
担
当

し
、
焼
津
市
で
開
催
し
た
。

滝
田
会
長
、
木
ノ
内
理
事
長

の
２
名
が
出
席
し
た

(2)
「
秋
山
登
山
教
室
紅
葉
の

白
山
を
登
ろ
う
」

募
集
15
名
、
10
月
14
日
～
15

日

現
在
参
加
者

５
名

(3)
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル期
日

10
月
28
・
29
日

山

伏
、
牛
首
の
頭
周
辺
、
３
コ
ー

ス
を
設
定
。

(4)
中
高
年
安
全
登
山
講
習
会

参
加
申
込
者

現
在
３
８
名

登
山
コ
ー
ス
の
再
下
見
,

役
割
分
担
等
の
打
合
等
お
こ

な
っ
た
。

(5)
愛
媛
国
体

10
月
１
日
～
３
日
西
条
市

山
岳
競
技
選
手
団
の
発
表

総
監
督

滝
田
博
之
、
監
督

成
男

伊
藤
裕
貴
、
同
少
男

岩
田
幸
裕

ト
レ
ー
ナ
ー

少
男

稲
垣
裕
介

選
手

成
男

田
邊
匡
律
、

鈴
木
正
信
・
少
男

原
賢
伸
、

片
桐
綾
真

今
年
は
、
ト
レ
ー
ナ
ー
を
派

遣
す
る
こ
と
に
し
た
。

(6)
中
級
レ
ス
キ
ュ
ウ
―
研
修

会

11
月
18
・
19
日

会
場

西
湖

観
岳
園
、
講

師

堤
信
夫
氏
で
計
画
し
た
。

(7)
高
校
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
コ
ン

テ
ス
ト

兼
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

第
１
回
9
月
18
日
、
第
２
回

12
月
26
日
、
第
３
回
30
年
3

月
14
日
、
浜
松
ス
ク
エ
ア
。

本
大
会
か
ら
、
高
校
生
以
外

に
中
学
生
以
下
の
ジ
ュ
ニ
ア

層
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
し

た
。

(8)
第
19
回
竜
爪
岳
競
技
会

12
月
10
日
（
日
）
役
員
が
必

要
な
た
め
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

(9)

Ｈ
30
岳
連
カ
レ
ン
ダ
ー

300
部
作
成
、
１
部
千
５
百
円
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
前
川
朝
夫
）

国
体
は
、
広
く
国
民
の
間

に
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
し
、
ス

ポ
ー
ツ
精
神
を
高
揚
し
て
国

民
の
健
康
増
進
と
体
力
の
向

上
を
図
り
、
併
せ
て
地
方
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
と
地
方
文
化

の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
国
民
生
活
を
明
る
く
豊

か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

第
72

回
国
民
体
育
大
会

「
笑
顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
」

は
、
「
君
は
風

い
し
づ
ち

を
駆
け

瀬
戸
に
舞
え
」
を

テ
ー
マ
に
実
施
さ
れ
た
。

山
岳
競
技
は
、
10
月
1
日

～
3
日
の
間
、
西
条
市
で
開

催
さ
れ
、
本
県
か
ら
は
、
成

年
男
子
チ
ー
ム
と
東
海
大
会

で
勝
ち
抜
い
た
少
年
男
子
チ
ー

ム
が
参
加
し
た
。
結
果
は
、

成
年
男
子
・
少
年
男
子
の
両

チ
ー
ム
と
も
、
実
力
を
発
揮

で
き
ず
入
賞
で
き
な
か
っ
た

が
、
両
チ
ー
ム
の
健
闘
を
大

い
に
讃
え
た
い
。

（
総
監
督

滝
田
博
之
）

【
成
年
男
子
】

１
日
（
土
）
ボ
ル
ダ
ー
予
選

近
年
、
我
が
国
に
お
け
る

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
日
本
代
表
の

レ
ベ
ル
は
と
て
も
高
く
ｗ
杯

な
ど
の
国
際
大
会
で
は
決
勝

進
出
者
の
半
数
以
上
が
日
本

人
と
い
う
こ
と
も
珍
し
く
な

く
な
っ
た
。
そ
ん
な
選
手
達

が
出
場
す
る
事
も
あ
り
、
予

選
か
ら
厳
し
い
ル
ー
ト
セ
ッ

ト
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。
結

果
か
ら
見
れ
ば
国
際
大
会
で

決
勝
に
進
出
す
る
よ
う
な
選

手
で
も
、
完
登
で
き
な
い
課

題
も
あ
り
ま
し
た
が
、
第
４

課
題
を
１
ト
ラ
イ
目
で
田
邊

が
完
登
。
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
が

得
意
な
鈴
木
で
し
た
が
、
緊

張
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
力

を
出
し
切
れ
ず
成
年
男
子
25

位
で
終
了
。
各
課
題
そ
れ
ぞ

れ
に
求
め
ら
れ
る
要
素
が
異

な
り
、
指
の
強
さ
や
体
幹
に

特
化
し
た
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
総
合
的
な
能
力
が
高

く
な
け
れ
ば
勝
て
な
い
内
容

だ
っ
た
。

２
日
（
日
）
リ
ー
ド
予
選

早
朝
か
ら
雨
が
降
り
続
く

中
リ
ー
ド
予
選
が
開
始
さ
れ

た
。
壁
は
15
ｍ
で
最
大
傾
斜

が
部
分
的
に
140
度
ほ
ど
。
昨

年
と
異
な
り
細
か
い
ホ
ー
ル

ド
を
繋
げ
て
い
く
よ
う
な
構

成
で
、
中
間
部
に
は
大
型
の

ホ
ー
ル
ド
に
飛
び
つ
く
。
両

選
手
と
も
こ
こ
ま
で
到
達
す

る
も
鈴
木
は
次
の
手
を
保
持

し
、
ム
ー
ブ
を
起
こ
し
た
瞬

間
に
ス
リ
ッ
プ
。
田
邊
は
そ

こ
か
ら
数
手
先
の
最
大
傾
斜

部
分
で
力
尽
き
て
フ
ォ
ー
ル
。

成
年
男
子
18
位
で
終
了
。
例

年
と
は
違
い
ボ
ル
ダ
ー
能
力

が
あ
れ
ば
ル
ー
ト
競
技
も
…

と
言
っ
た
内
容
で
は
な
く
、

し
っ
か
り
と
ル
ー
ト
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

積
ん
で
い
な
い
と
勝
て
な
い

内
容
だ
っ
た
。

（
監
督

伊
藤
裕
貴
）

【
少
年
男
子
】

少
年
男
子
は
２
名
と
も
初

参
加
で
あ
っ
た
た
め
、
リ
ー

ド
は
最
後
か
ら
2
番
目
、
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
で
は
１
番
目
と
、

試
合
に
慣
れ
て
い
な
い
状
態

で
は
少
々
厳
し
い
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

リ
ー
ド
で
は
、
近
年
の
競

技
で
見
ら
れ
る
、
ボ
テ
へ
の

対
処
、
ボ
ル
ダ
ー
の
よ
う
な

ム
ー
ヴ
へ
の
対
処
が
難
し
か
っ

た
。
直
前
で
の
リ
ー
ド
の
練

習
回
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
、

壁
が
強
傾
斜
に
な
っ
て
く
る

前
で
両
者
と
も
フ
ォ
ー
ル
し

て
し
ま
っ
た
。
多
少
、
体
勢

が
悪
い
な
か
で
も
一
手
を
出

し
て
い
く
力
強
さ
や
、
体
の

振
ら
れ
を
止
め
る
体
幹
な
ど

を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
感
じ
た
。

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
で
は
、
オ

ブ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
す

ぐ
に
競
技
開
始
だ
っ
た
の
で
、

ム
ー
ヴ
に
つ
い
て
は
選
手
の

発
想
力
、
対
応
力
が
問
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
原
は
調

子
が
良
く
、
キ
レ
の
あ
る
動

き
を
見
せ
た
が
、
片
桐
は
少
々

体
に
力
が
入
っ
て
い
て
、
普

段
の
力
が
発
揮
で
き
な
か
っ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
一
課
題
ず

つ
を
完
登
し
、
終
了
し
た
。

日
本
の
ユ
ー
ス
代
表
と
も
勝

負
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

大
き
な
大
会
で
経
験
を
い
か

に
積
ん
で
い
け
る
か
が
課
題

と
な
る
と
思
う
。

ま
た
、
今
大
会
で
始
め
て

ト
レ
ー
ナ
ー
の
帯
同
を
お
願

い
し
た
。
今
回
は
大
会
期
間

中
に
し
か
選
手
と
か
関
わ
ら

な
か
っ
た
が
、
東
海
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
あ
た
り
か
ら
、
継
続

的
に
ケ
ア
が
で
き
る
と
良
い

と
感
じ
た
。
選
手
の
強
化
の

た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

で
き
る
か
、
考
え
て
い
き
た

い
。

（
監
督

岩
田
幸
裕
）

国
体
は
、
広
く
国
民
の
間

に
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
し
、
ス

ポ
ー
ツ
精
神
を
高
揚
し
て
国

民
の
健
康
増
進
と
体
力
の
向

上
を
図
り
、
併
せ
て
地
方
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
と
地
方
文
化

の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
国
民
生
活
を
明
る
く
豊

か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
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民
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会
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つ
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ぐ
え
ひ
め
国
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」

は
、
「
君
は
風

い
し
づ
ち

を
駆
け

瀬
戸
に
舞
え
」
を

テ
ー
マ
に
実
施
さ
れ
た
。

山
岳
競
技
は
、
10
月
1
日

～
3
日
の
間
、
西
条
市
で
開

催
さ
れ
、
本
県
か
ら
は
、
成

年
男
子
チ
ー
ム
と
東
海
大
会

で
勝
ち
抜
い
た
少
年
男
子
チ
ー

ム
が
参
加
し
た
。
結
果
は
、

成
年
男
子
・
少
年
男
子
の
両

チ
ー
ム
と
も
、
実
力
を
発
揮

で
き
ず
入
賞
で
き
な
か
っ
た

が
、
両
チ
ー
ム
の
健
闘
を
大

い
に
讃
え
た
い
。

（
総
監
督

滝
田
博
之
）

【
成
年
男
子
】

１
日
（
土
）
ボ
ル
ダ
ー
予
選

近
年
、
我
が
国
に
お
け
る

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
日
本
代
表
の

レ
ベ
ル
は
と
て
も
高
く
ｗ
杯

な
ど
の
国
際
大
会
で
は
決
勝

進
出
者
の
半
数
以
上
が
日
本

人
と
い
う
こ
と
も
珍
し
く
な

く
な
っ
た
。
そ
ん
な
選
手
達

が
出
場
す
る
事
も
あ
り
、
予

選
か
ら
厳
し
い
ル
ー
ト
セ
ッ

ト
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。
結

果
か
ら
見
れ
ば
国
際
大
会
で

決
勝
に
進
出
す
る
よ
う
な
選

手
で
も
、
完
登
で
き
な
い
課

題
も
あ
り
ま
し
た
が
、
第
４

課
題
を
１
ト
ラ
イ
目
で
田
邊

が
完
登
。
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
が

得
意
な
鈴
木
で
し
た
が
、
緊

張
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
力

を
出
し
切
れ
ず
成
年
男
子
25

位
で
終
了
。
各
課
題
そ
れ
ぞ

れ
に
求
め
ら
れ
る
要
素
が
異

な
り
、
指
の
強
さ
や
体
幹
に

特
化
し
た
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
総
合
的
な
能
力
が
高

く
な
け
れ
ば
勝
て
な
い
内
容

だ
っ
た
。

２
日
（
日
）
リ
ー
ド
予
選

早
朝
か
ら
雨
が
降
り
続
く

中
リ
ー
ド
予
選
が
開
始
さ
れ

た
。
壁
は
15
ｍ
で
最
大
傾
斜

が
部
分
的
に
140
度
ほ
ど
。
昨

年
と
異
な
り
細
か
い
ホ
ー
ル

ド
を
繋
げ
て
い
く
よ
う
な
構

成
で
、
中
間
部
に
は
大
型
の

ホ
ー
ル
ド
に
飛
び
つ
く
。
両

選
手
と
も
こ
こ
ま
で
到
達
す

る
も
鈴
木
は
次
の
手
を
保
持

し
、
ム
ー
ブ
を
起
こ
し
た
瞬

間
に
ス
リ
ッ
プ
。
田
邊
は
そ

こ
か
ら
数
手
先
の
最
大
傾
斜

部
分
で
力
尽
き
て
フ
ォ
ー
ル
。

成
年
男
子
18
位
で
終
了
。
例

年
と
は
違
い
ボ
ル
ダ
ー
能
力

が
あ
れ
ば
ル
ー
ト
競
技
も
…

と
言
っ
た
内
容
で
は
な
く
、

し
っ
か
り
と
ル
ー
ト
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

積
ん
で
い
な
い
と
勝
て
な
い

内
容
だ
っ
た
。

（
監
督

伊
藤
裕
貴
）

【
少
年
男
子
】

少
年
男
子
は
２
名
と
も
初

参
加
で
あ
っ
た
た
め
、
リ
ー

ド
は
最
後
か
ら
2
番
目
、
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
で
は
１
番
目
と
、

試
合
に
慣
れ
て
い
な
い
状
態

で
は
少
々
厳
し
い
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

リ
ー
ド
で
は
、
近
年
の
競

技
で
見
ら
れ
る
、
ボ
テ
へ
の

対
処
、
ボ
ル
ダ
ー
の
よ
う
な

ム
ー
ヴ
へ
の
対
処
が
難
し
か
っ

た
。
直
前
で
の
リ
ー
ド
の
練

習
回
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
、

壁
が
強
傾
斜
に
な
っ
て
く
る

前
で
両
者
と
も
フ
ォ
ー
ル
し

て
し
ま
っ
た
。
多
少
、
体
勢

が
悪
い
な
か
で
も
一
手
を
出

し
て
い
く
力
強
さ
や
、
体
の

振
ら
れ
を
止
め
る
体
幹
な
ど

を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
感
じ
た
。

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
で
は
、
オ

ブ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
す

ぐ
に
競
技
開
始
だ
っ
た
の
で
、

ム
ー
ヴ
に
つ
い
て
は
選
手
の

発
想
力
、
対
応
力
が
問
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
原
は
調

子
が
良
く
、
キ
レ
の
あ
る
動

き
を
見
せ
た
が
、
片
桐
は
少
々

体
に
力
が
入
っ
て
い
て
、
普

段
の
力
が
発
揮
で
き
な
か
っ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
一
課
題
ず

つ
を
完
登
し
、
終
了
し
た
。

日
本
の
ユ
ー
ス
代
表
と
も
勝

負
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

大
き
な
大
会
で
経
験
を
い
か

に
積
ん
で
い
け
る
か
が
課
題

と
な
る
と
思
う
。

ま
た
、
今
大
会
で
始
め
て

ト
レ
ー
ナ
ー
の
帯
同
を
お
願

い
し
た
。
今
回
は
大
会
期
間

中
に
し
か
選
手
と
か
関
わ
ら

な
か
っ
た
が
、
東
海
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
あ
た
り
か
ら
、
継
続

的
に
ケ
ア
が
で
き
る
と
良
い

と
感
じ
た
。
選
手
の
強
化
の

た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

で
き
る
か
、
考
え
て
い
き
た

い
。

（
監
督

岩
田
幸
裕
）
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第
18
回
高
校
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
競
技
大
会
が
、
12
月
に
埼

玉
県
加
須
市
で
行
わ
れ
る
第

８
回
全
国
高
校
学
校
選
抜
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
選
手
権
大
会
の

予
選
を
か
ね
て
、
11
月
３
日

（
金
）
に
、
ス
ク
エ
ア
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、
４

校
24
人
（
男
子
19
、
女
子
５
）

の
生
徒
が
参
加
し
て
行
わ
れ

た
。
今
回
は
、
女
子
の
参
加

が
少
な
く
残
念
で
あ
っ
た
が
、

高
体
連
の
理
事
長
も
観
戦
す

る
中
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。

女
子
の
予
選
は
、
５
番
壁

を
登
る
中
間
部
が
や
や
ト
リ
ッ

キ
ー
な
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
が

浜
松
学
芸
の
武
田
さ
ん
が
唯

一
終
了
点
に
迫
っ
た
（
グ
レ
ー

ド
は
11
ｄ
）
。
５
名
と
も
決

勝
進
出
。
男
子
予
選
は
、
メ

イ
ン
壁
の
中
央
部
に
進
む
ル
ー

ト
で
ル
ー
フ
部
で
苦
戦
す
る

者
が
多
い
中
、
浜
松
日
体
の

原
君
が
唯
一
完
登
し
、
６
名

が
決
勝
に
進
ん
だ
（
12
ｃ
）
。

女
子
決
勝
は
、
６
番
壁
か

ら
、
メ
イ
ン
壁
右
側
を
登
る

ル
ー
ト
（
12
ａ
）
で
、
浜
松

日
体
の
高
柳
さ
ん
が
最
高
到

達
点
を
マ
ー
ク
。
浜
松
学
芸

の
武
田
さ
ん
と
富
士
宮
西
の

與
五
澤
さ
ん
が
同
地
点
で
フ
ォ
ー

ル
し
、
予
選
に
カ
ウ
ン
ト
バ
ッ

ク
し
武
田
さ
ん
が
全
国
大
会

２
枠
目
を
獲
得
し
た
。

男
子
は
、
メ
イ
ン
壁
の
真

ん
中
か
ら
左
を
進
む
ル
ー
ト

（
12
ｄ
）
で
、
ル
ー
フ
を
超

え
た
の
が
４
名
で
そ
の
中
で
、

終
了
点
に
迫
っ
た
原
君
が
優

勝
、
そ
の
１
手
前
で
フ
ォ
ー

ル
し
た
浜
松
日
体
の
砂
子
君

の
両
名
が
全
国
大
会
へ
の
切

符
を
つ
か
ん
だ
。

大
会
の
結
果
、
男
子
は
２
名
、

女
子
は
３
名

（
学
校
団
体
枠
１
名
を
含
む
）

が
全
国
大
会
に
駒
を
進
め
た
。

会
場
を
提
供
し
て
頂
い
た
浜

松
ス
ク
エ
ア
さ
ん
、
適
切
な

ル
ー
ト
セ
ッ
ト
を
し
て
頂
い

た
ピ
ナ
ク
ル
の
滝
浪
さ
ん
、

お
よ
び
運
営
に
協
力
し
て
く

だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
大
会
出
場
者
は
次
の
通

り
。

男
子
1
位

原

賢
伸

２

位

砂
子
由
弥
（
浜
松
日
体
）

女
子
１
位

高
柳
果
歩
（
浜

松
日
体
）

２
位

武
田
有

未
（
浜
松
学
芸
）

［
学
校
団
体
枠
］

井
内
千

裕
（
浜
松
日
体
）（

諸
戸
明
）

日
山
協
の
平
成
29
年
度
中

高
年
安
全
登
山
指
導
者
講
習

会
が
9
月
22
日
～
24
日
の
日

程
で
静
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
講
習
会
は
静
岡
岳
連

が
主
管
す
る
こ
と
と
な
り
、

年
当
初
か
ら
準
備
に
取
り
掛

か
り
、
会
場
地
の
選
定
、
要

項
の
作
成
、
実
技
会
場
の
下

見
、
打
合
せ
会
な
ど
を
経
て
、

よ
う
や
く
実
施
の
運
び
と
な
っ

た
。
青
森
か
ら
京
都
の
東
部

地
区
38
名
の
受
講
者
と
ス
タ
ッ

フ
、
講
師
を
合
わ
せ
61
名
の

講
習
会
と
な
っ
た
。

１
日
目
は
「
フ
ァ
ー
ス
ト

エ
イ
ド
」
の
講
義
を
国
際
山

岳
医
と
し
て
活
躍
中
の
大
城

和
恵
講
師
か
ら
、
「
静
岡
県

の
山
岳
遭
難
事
故
と
救
助
」

の
講
義
を
県
警
山
岳
救
助
隊

長
の
鈴
木
久
二
康
講
師
か
ら

受
け
た
。
2
日
目
は
、
実
技

講
習
で
竜
爪
山
を
牛
妻
か
ら

登
り
平
山
に
下
山
し
た
。
山

中
の
2
か
所
で
フ
ァ
ー
ス
ト

エ
イ
ド
の
実
技
を
、
け
が
や

環
境
の
状
況
を
仮
定
し
て
、

二
人
一
組
で
負
傷
者
と
救
助

者
と
な
り
初
期
対
応
の
手
順

を
繰
り
返
し
学
ん
だ
。
３
日

目
は
登
山
研
の
北
村
憲
彦
講

師
が
「
中
高
年
登
山
者
の
現

状
と
問
題
点
」
つ
い
て
講
義

を
行
っ
た
。
中
高
年
登
山
者

の
山
岳
事
故
が
急
激
に
増
加

し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

他
力
本
願
の
登
山
か
ら
自
立

し
た
登
山
者
に
な
る
こ
と
が

肝
要
と
説
い
た
。

参
加
者
か
ら
は
有
意
義
な

講
習
会
で
、
山
岳
会
の
中
で

伝
達
講
習
を
行
い
、
広
く
知

ら
せ
た
い
、
現
場
で
使
え
る

よ
う
反
復
練
習
し
た
い
な
ど
、

前
向
き
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。

（
木
ノ
内
髙
嘉
）
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西
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４
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迫
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。
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２
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３
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催
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長
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久
二
康
講
師
か
ら

受
け
た
。
2
日
目
は
、
実
技
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で
竜
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を
牛
妻
か
ら
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り
平
山
に
下
山
し
た
。
山

中
の
2
か
所
で
フ
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ト

エ
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ド
の
実
技
を
、
け
が
や

環
境
の
状
況
を
仮
定
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て
、

二
人
一
組
で
負
傷
者
と
救
助

者
と
な
り
初
期
対
応
の
手
順

を
繰
り
返
し
学
ん
だ
。
３
日

目
は
登
山
研
の
北
村
憲
彦
講

師
が
「
中
高
年
登
山
者
の
現

状
と
問
題
点
」
つ
い
て
講
義

を
行
っ
た
。
中
高
年
登
山
者

の
山
岳
事
故
が
急
激
に
増
加

し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

他
力
本
願
の
登
山
か
ら
自
立

し
た
登
山
者
に
な
る
こ
と
が

肝
要
と
説
い
た
。

参
加
者
か
ら
は
有
意
義
な

講
習
会
で
、
山
岳
会
の
中
で

伝
達
講
習
を
行
い
、
広
く
知

ら
せ
た
い
、
現
場
で
使
え
る

よ
う
反
復
練
習
し
た
い
な
ど
、

前
向
き
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。

（
木
ノ
内
髙
嘉
）

秋
の
登
山
教
室
も
、
今
回

で
３
回
目
と
な
っ
た
。
本
登

山
教
室
の
狙
い
は
、
夏
山
登

山
教
室
の
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ

プ
で
あ
り
、
具
体
的
に
は

「
山
で
自
炊
の
経
験
を
す
る

こ
と
で
、
テ
ン
ト
泊
登
山
へ

の
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
い
う
思
い

を
持
っ
て
の
企
画
で
あ
る
。

参
加
申
込
者
は
、
事
前
に
行

う
２
時
間
の
座
学
を
受
講
し

て
も
ら
っ
た
。

９
月
27
日
に
行
っ
た
座
学

の
テ
ー
マ
は
、
「
山
小
屋
素

泊
ま
り
登
山
に
必
要
な
装
備

と
技
術
」
で
あ
る
。
前
段
の

山
で
の
食
事
の
講
義
は
、
自

炊
に
必
要
な
用
具
、
そ
し
て

そ
れ
ら
を
使
っ
た
料
理
と
献

立
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
用
具

の
解
説
で
は
、
実
物
を
見
せ

な
が
ら
、
宿
泊
数
や
パ
ー
テ
ィ
ー

の
人
数
等
に
よ
っ
て
持
っ
て

い
く
も
の
が
違
う
、
用
具
を

購
入
す
る
際
は
、
「
コ
ン
パ

ク
ト
で
軽
い
」
し
か
も
「
使

い
や
す
い
」
も
の
が
い
い
。

特
に
、
今
回
の
山
行
は
、
室

堂
ま
で
４
時
間
か
ら
５
時
間
、

標
高
差
１
２
０
０
ｍ
の
登
り

を
食
材
、
燃
料
等
を
皆
で
分

担
し
て
担
ぎ
あ
げ
な
く
て
な

ら
な
い
た
め
、
軽
量
化
に
配

慮
し
た
献
立
計
画
を
組
む
必

要
が
あ
る
等
を
強
調
し
て
話

さ
れ
た
。

後
段
の
山
小
屋
泊
ま
り
の

講
義
で
は
、
山
小
屋
を
利
用

す
る
際
は
、
小
屋
番
を
始
め
、

周
り
の
宿
泊
者
へ
の
気
遣
い

を
す
る
こ
と
が
大
切
、
ま
た
、

持
ち
物
で
は
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
、

地
図
・
コ
ン
パ
ス
、
雨
具
は
、

ど
ん
な
小
さ
な
山
で
も
必
要

で
あ
り
、
こ
れ
を
疎
か
に
す

る
と
最
悪
の
場
合
、
命
を
失

う
こ
と
に
も
な
る
等
を
伝
え

た
。10

月
13
日
～
15
日
、
「
白

山
」
の
実
技
登
山
を
迎
え
た
。

天
気
予
報
で
は
、
秋
雨
前
線

が
日
本
上
空
に
居
座
る
た
め
、

そ
れ
な
り
の
覚
悟
を
し
て
い

た
が
、
結
果
的
に
は
、
最
終

日
15
日
の
下
山
の
数
時
間
を

除
い
て
、
雨
に
降
ら
れ
る
こ

と
も
な
く
、
ほ
ぼ
快
適
な
山

行
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

受
講
者
は
７
名
（
女
性
４
、

男
性
３
）
で
、
彼
ら
を
講
師

３
名
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制

で
臨
ん
だ
。

13
日
（
金
）
は
、
道
の
駅

九
頭
竜
に
、
マ
イ
カ
ー
計
４

台
に
受
講
生
・
講
師
が
乗
合

で
集
合
し
、
テ
ン
ト
に
て
仮

眠
。
翌
朝
14
日
、
九
頭
龍
を

出
発
。
市
ノ
瀬
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
で
必
要
な
情
報
を
仕

入
れ
、
別
当
出
合
駐
車
場

（
標
高
１
２
６
０
ｍ
）
に
到

着
。
そ
こ
で
、
持
ち
寄
っ
た

食
材
、
共
同
装
備
の
確
認
と

分
配
。
出
発
前
に
、
講
師
か

ら
ミ
ニ
講
話
「
肩
・
腰
等
の

痛
く
な
ら
な
い
ザ
ッ
ク
の
背

負
い
方
」
を
聞
き
、
そ
の
後
、

み
ん
な
で
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

を
行
い
、
足
、
腰
、
手
を
し
っ

か
り
伸
ば
し
て
か
ら
、
砂
防

新
道
ル
ー
ト
で
、
今
日
の
宿

泊
場
所
で
あ
る
白
山
室
堂
に

向
け
出
発
し
た
。
９
時
15
分
。

別
当
出
合
か
ら
甚
ノ
助
小
屋

ま
で
は
、
紅
葉
か
か
っ
た
樹

林
帯
の
中
を
一
歩
一
歩
ゆ
っ

く
り
と
足
を
進
め
る
。
中
飯

場
を
経
て
、
甚
ノ
助
小
屋
到

着
。
こ
こ
か
ら
は
、
黒
ボ
コ

岩
ま
で
展
望
の
き
く
斜
面
上

の
道
を
登
る
。
途
中
、
延
命

水
を
経
て
、
黒
ボ
コ
岩
到
着
。

こ
こ
で
、
景
色
、
雰
囲
気
は

が
ら
り
と
変
わ
り
、
辺
り
一

面
、
緑
一
色
の
這
い
松
帯
と

な
る
。
黒
ボ
コ
岩
か
ら
ワ
ン

ピ
ッ
チ
で
本
日
の
宿
泊
地
の

白
山
室
堂
（
標
高
２
４
２
０

ｍ
）
に
到
着
。
ほ
ぼ
予
定
ど

お
り
の
時
刻
に
到
着
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
14
時
15
分
。

予
定
で
は
、
こ
こ
で
、
ゆ
っ

く
り
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

明
日
の
天
気
が
不
安
定
の
た

め
、
余
分
な
荷
物
は
小
屋
に

デ
ポ
し
、
体
調
不
良
の
１
名

を
小
屋
に
残
し
、
９
名
で
白

山
（
御
前
峰
）
の
登
頂
を
目

指
す
こ
と
と
し
た
。

白
山
最
高
峰
の
御
前
峰
（
標

高
２
７
０
２
ｍ
）
で
は
、
雲

海
が
厚
か
っ
た
た
め
、
３
６

０
度
の
展
望
は
で
き
な
か
っ

た
が
、
剣
が
峰
、
大
汝
峰
、

別
山
等
の
近
場
の
山
と
、
御

岳
山
等
の
南
側
の
山
々
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
。

小
屋
到
着
後
は
、
夕
食
準
備

で
あ
る
。
持
ち
寄
っ
た
炊
事

用
具
、
食
材
を
使
い
、
ク
リ
ー

ム
シ
チ
ュ
ー
と
混
ぜ
込
み
ご

飯
（
ア
ル
フ
ァ
米
（
白
米
）
）

を
、
講
師
の
指
導
の
も
と
、

２
つ
の
班
に
分
か
れ
て
ワ
イ

ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
楽
し
く
料
理

し
た
。

翌
日
15
日
は
、
雲
は
厚
い

が
、
山
頂
は
よ
く
見
え
る
。

昨
日
、
体
調
不
良
の
１
名
も

十
分
の
休
養
を
と
れ
た
せ
い

か
回
復
し
た
の
で
、
今
度
は

全
員
で
登
頂
を
目
指
す
こ
と

に
な
っ
た
。

山
頂
で
は
、
残
念
な
が
ら
雲

に
隠
れ
て
ご
来
光
を
拝
む
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
今

日
は
、
参
加
者
10
名
全
員
が

登
頂
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
、

感
激
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。

「
一
回
の
山
行
で
同
じ
山
に

２
回
も
登
頂
す
る
な
ん
て
め
っ

た
に
な
い
、
こ
れ
も
ま
た
い

い
思
い
出
だ
」
と
の
声
が
聞

か
れ
た
。

室
堂
到
着
後
、
朝
食
（
雑

煮
）
の
支
度
。
出
来
上
が
っ

た
と
こ
ろ
で
、
朝
食
を
済
ま

せ
、
室
堂
を
出
発
、
帰
路
も

砂
防
新
道
を
と
る
。
途
中
、

黒
ボ
コ
岩
辺
り
か
ら
雨
が
落

ち
始
め
、
延
命
水
あ
た
り
か

ら
本
降
り
と
な
る
。
雨
に
ぬ

れ
た
登
山
道
は
、
滑
り
や
す

い
。
一
歩
一
歩
気
を
つ
け
な

が
ら
下
る
。
途
中
、
甚
ノ
助

避
難
小
屋
、
中
飯
場
で
休
憩

を
と
り
慎
重
に
下
り
、
別
当

出
合
到
着
。
12
時
30
分
。

別
当
出
合
の
休
憩
所
で
講
師

に
よ
る
ミ
ニ
講
話
「
搬
送
法
」

を
聴
く
。
ご
本
人
の
経
験
談

を
踏
ま
え
、
合
羽
一
つ
あ
れ

ば
、
そ
の
上
下
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
楽
に
し
か
も

安
全
に
人
を
背
負
う
こ
と
が

で
き
る
こ
と
の
実
技
指
導
、

そ
し
て
、
山
で
事
故
に
遭
遇

し
て
救
急
隊
に
援
助
を
要
請

す
る
場
合
に
は
、
「
山
岳
遭

難
」
で
す
と
は
っ
き
り
言
う

こ
と
が
大
事
な
ど
、
貴
重
な

話
を
伺
っ
た
。

帰
路
の
途
中
、
白
峰
温
泉

郷
の
湯
に
つ
か
り
、
二
日
間

の
汗
を
流
し
た
。
け
が
も
な

く
、
ほ
ぼ
予
定
通
り
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
、
秋
の
登
山
教

室
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

山
で
の
歩
き
方
、
自
炊
の
や

り
方
等
、
ぜ
ひ
、
今
後
の
登

山
に
活
か
し
て
く
れ
れ
ば
い

い
な
と
思
う
。（

田
中
保
広
）

秋
の
登
山
教
室
も
、
今
回

で
３
回
目
と
な
っ
た
。
本
登

山
教
室
の
狙
い
は
、
夏
山
登

山
教
室
の
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ

プ
で
あ
り
、
具
体
的
に
は

「
山
で
自
炊
の
経
験
を
す
る

こ
と
で
、
テ
ン
ト
泊
登
山
へ

の
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
い
う
思
い

を
持
っ
て
の
企
画
で
あ
る
。

参
加
申
込
者
は
、
事
前
に
行

う
２
時
間
の
座
学
を
受
講
し

て
も
ら
っ
た
。

９
月
27
日
に
行
っ
た
座
学

の
テ
ー
マ
は
、
「
山
小
屋
素

泊
ま
り
登
山
に
必
要
な
装
備

と
技
術
」
で
あ
る
。
前
段
の

山
で
の
食
事
の
講
義
は
、
自

炊
に
必
要
な
用
具
、
そ
し
て

そ
れ
ら
を
使
っ
た
料
理
と
献

立
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
用
具

の
解
説
で
は
、
実
物
を
見
せ

な
が
ら
、
宿
泊
数
や
パ
ー
テ
ィ
ー

の
人
数
等
に
よ
っ
て
持
っ
て

い
く
も
の
が
違
う
、
用
具
を

購
入
す
る
際
は
、
「
コ
ン
パ

ク
ト
で
軽
い
」
し
か
も
「
使

い
や
す
い
」
も
の
が
い
い
。

特
に
、
今
回
の
山
行
は
、
室

堂
ま
で
４
時
間
か
ら
５
時
間
、

標
高
差
１
２
０
０
ｍ
の
登
り

を
食
材
、
燃
料
等
を
皆
で
分

担
し
て
担
ぎ
あ
げ
な
く
て
な

ら
な
い
た
め
、
軽
量
化
に
配

慮
し
た
献
立
計
画
を
組
む
必

要
が
あ
る
等
を
強
調
し
て
話

さ
れ
た
。

後
段
の
山
小
屋
泊
ま
り
の

講
義
で
は
、
山
小
屋
を
利
用

す
る
際
は
、
小
屋
番
を
始
め
、

周
り
の
宿
泊
者
へ
の
気
遣
い

を
す
る
こ
と
が
大
切
、
ま
た
、

持
ち
物
で
は
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
、

地
図
・
コ
ン
パ
ス
、
雨
具
は
、

ど
ん
な
小
さ
な
山
で
も
必
要

で
あ
り
、
こ
れ
を
疎
か
に
す

る
と
最
悪
の
場
合
、
命
を
失

う
こ
と
に
も
な
る
等
を
伝
え

た
。10

月
13
日
～
15
日
、
「
白

山
」
の
実
技
登
山
を
迎
え
た
。

天
気
予
報
で
は
、
秋
雨
前
線

が
日
本
上
空
に
居
座
る
た
め
、

そ
れ
な
り
の
覚
悟
を
し
て
い

た
が
、
結
果
的
に
は
、
最
終

日
15
日
の
下
山
の
数
時
間
を

除
い
て
、
雨
に
降
ら
れ
る
こ

と
も
な
く
、
ほ
ぼ
快
適
な
山

行
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

受
講
者
は
７
名
（
女
性
４
、

男
性
３
）
で
、
彼
ら
を
講
師

３
名
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制

で
臨
ん
だ
。

13
日
（
金
）
は
、
道
の
駅

九
頭
竜
に
、
マ
イ
カ
ー
計
４

台
に
受
講
生
・
講
師
が
乗
合

で
集
合
し
、
テ
ン
ト
に
て
仮

眠
。
翌
朝
14
日
、
九
頭
龍
を

出
発
。
市
ノ
瀬
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
で
必
要
な
情
報
を
仕

入
れ
、
別
当
出
合
駐
車
場

（
標
高
１
２
６
０
ｍ
）
に
到

着
。
そ
こ
で
、
持
ち
寄
っ
た

食
材
、
共
同
装
備
の
確
認
と

分
配
。
出
発
前
に
、
講
師
か

ら
ミ
ニ
講
話
「
肩
・
腰
等
の

痛
く
な
ら
な
い
ザ
ッ
ク
の
背

負
い
方
」
を
聞
き
、
そ
の
後
、

み
ん
な
で
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

を
行
い
、
足
、
腰
、
手
を
し
っ

か
り
伸
ば
し
て
か
ら
、
砂
防

新
道
ル
ー
ト
で
、
今
日
の
宿

泊
場
所
で
あ
る
白
山
室
堂
に

向
け
出
発
し
た
。
９
時
15
分
。

別
当
出
合
か
ら
甚
ノ
助
小
屋

ま
で
は
、
紅
葉
か
か
っ
た
樹

林
帯
の
中
を
一
歩
一
歩
ゆ
っ

く
り
と
足
を
進
め
る
。
中
飯

場
を
経
て
、
甚
ノ
助
小
屋
到

着
。
こ
こ
か
ら
は
、
黒
ボ
コ

岩
ま
で
展
望
の
き
く
斜
面
上

の
道
を
登
る
。
途
中
、
延
命

水
を
経
て
、
黒
ボ
コ
岩
到
着
。

こ
こ
で
、
景
色
、
雰
囲
気
は

が
ら
り
と
変
わ
り
、
辺
り
一

面
、
緑
一
色
の
這
い
松
帯
と

な
る
。
黒
ボ
コ
岩
か
ら
ワ
ン

ピ
ッ
チ
で
本
日
の
宿
泊
地
の

白
山
室
堂
（
標
高
２
４
２
０

ｍ
）
に
到
着
。
ほ
ぼ
予
定
ど

お
り
の
時
刻
に
到
着
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
14
時
15
分
。

予
定
で
は
、
こ
こ
で
、
ゆ
っ

く
り
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

明
日
の
天
気
が
不
安
定
の
た

め
、
余
分
な
荷
物
は
小
屋
に

デ
ポ
し
、
体
調
不
良
の
１
名

を
小
屋
に
残
し
、
９
名
で
白

山
（
御
前
峰
）
の
登
頂
を
目

指
す
こ
と
と
し
た
。

白
山
最
高
峰
の
御
前
峰
（
標

高
２
７
０
２
ｍ
）
で
は
、
雲

海
が
厚
か
っ
た
た
め
、
３
６

０
度
の
展
望
は
で
き
な
か
っ

た
が
、
剣
が
峰
、
大
汝
峰
、

別
山
等
の
近
場
の
山
と
、
御

岳
山
等
の
南
側
の
山
々
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
。

小
屋
到
着
後
は
、
夕
食
準
備

で
あ
る
。
持
ち
寄
っ
た
炊
事

用
具
、
食
材
を
使
い
、
ク
リ
ー

ム
シ
チ
ュ
ー
と
混
ぜ
込
み
ご

飯
（
ア
ル
フ
ァ
米
（
白
米
）
）

を
、
講
師
の
指
導
の
も
と
、

２
つ
の
班
に
分
か
れ
て
ワ
イ

ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
楽
し
く
料
理

し
た
。

翌
日
15
日
は
、
雲
は
厚
い

が
、
山
頂
は
よ
く
見
え
る
。

昨
日
、
体
調
不
良
の
１
名
も

十
分
の
休
養
を
と
れ
た
せ
い

か
回
復
し
た
の
で
、
今
度
は

全
員
で
登
頂
を
目
指
す
こ
と

に
な
っ
た
。

山
頂
で
は
、
残
念
な
が
ら
雲

に
隠
れ
て
ご
来
光
を
拝
む
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
今

日
は
、
参
加
者
10
名
全
員
が

登
頂
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
、

感
激
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。

「
一
回
の
山
行
で
同
じ
山
に

２
回
も
登
頂
す
る
な
ん
て
め
っ

た
に
な
い
、
こ
れ
も
ま
た
い

い
思
い
出
だ
」
と
の
声
が
聞

か
れ
た
。

室
堂
到
着
後
、
朝
食
（
雑

煮
）
の
支
度
。
出
来
上
が
っ

た
と
こ
ろ
で
、
朝
食
を
済
ま

せ
、
室
堂
を
出
発
、
帰
路
も

砂
防
新
道
を
と
る
。
途
中
、

黒
ボ
コ
岩
辺
り
か
ら
雨
が
落

ち
始
め
、
延
命
水
あ
た
り
か

ら
本
降
り
と
な
る
。
雨
に
ぬ

れ
た
登
山
道
は
、
滑
り
や
す

い
。
一
歩
一
歩
気
を
つ
け
な

が
ら
下
る
。
途
中
、
甚
ノ
助

避
難
小
屋
、
中
飯
場
で
休
憩

を
と
り
慎
重
に
下
り
、
別
当

出
合
到
着
。
12
時
30
分
。

別
当
出
合
の
休
憩
所
で
講
師

に
よ
る
ミ
ニ
講
話
「
搬
送
法
」

を
聴
く
。
ご
本
人
の
経
験
談

を
踏
ま
え
、
合
羽
一
つ
あ
れ

ば
、
そ
の
上
下
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
楽
に
し
か
も

安
全
に
人
を
背
負
う
こ
と
が

で
き
る
こ
と
の
実
技
指
導
、

そ
し
て
、
山
で
事
故
に
遭
遇

し
て
救
急
隊
に
援
助
を
要
請

す
る
場
合
に
は
、
「
山
岳
遭

難
」
で
す
と
は
っ
き
り
言
う

こ
と
が
大
事
な
ど
、
貴
重
な

話
を
伺
っ
た
。

帰
路
の
途
中
、
白
峰
温
泉

郷
の
湯
に
つ
か
り
、
二
日
間

の
汗
を
流
し
た
。
け
が
も
な

く
、
ほ
ぼ
予
定
通
り
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
、
秋
の
登
山
教

室
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

山
で
の
歩
き
方
、
自
炊
の
や

り
方
等
、
ぜ
ひ
、
今
後
の
登

山
に
活
か
し
て
く
れ
れ
ば
い

い
な
と
思
う
。（

田
中
保
広
）
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国
大
会
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ま
る

昭
和
22
年
2
月
26
日
発
起
人
11
名
で
創
立
し
、

初
代
会
長
は
、
武
者
正
明
で
あ
っ
た
。
創
立
当

初
は
、
日
本
平
、
竜
爪
山
、
浜
石
岳
、

愛
鷹
山
を
歩
く
程
度
で
あ
っ
た
が
、
夏

山
合
宿
で
は
、
北
ア
ル
プ
ス
燕
岳
か
ら

東
鎌
尾
根
を
経
て
槍
ヶ
岳
に
登
っ
て
い

る
。そ

の
後
、
安
倍
山
系
の
開
拓
を
は
じ

め
、
富
士
山
、
南
ア
ル
プ
ス
山
域
を
活

動
の
拠
点
と
し
、
同
年
創
立
の
静
岡
県

山
岳
連
盟
と
と
も
に
月
日
を
重
ね
、
県

内
で
も
長
い
歴
史
と
伝
統
を
有
す
る
山
岳
会
に

発
展
し
た
。

地
道
に
活
動
を
続
け
た
結
果
、
い
く
つ
か
の

記
録
が
生
ま
れ
た
。
と
り
わ
け
、
昭
和
26
年
富

士
山
剣
ヶ
峰
大
沢
奥
壁
冬
期
初
登
攀
、
昭
和
28

年
八
ヶ
岳
赤
岳
西
壁
主
稜
冬
期
初
登
攀
、
昭
和

34
年
穂
高
滝
谷
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
フ
ェ
ー
ス
初
登

攀
、
昭
和
35
年
冬
期
南
ア
ル
プ
ス
全
山
縦
走
な

ど
が
あ
る
。

海
外
登
山
で
は
、
昭
和
43
年
と
昭
和
50
年
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
に
遠
征
し
、
数
多
く
の

成
果
を
収
め
た
。
そ
の
経
験
が
、
昭
和
54
年
静

岡
県
山
岳
連
盟
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
１
峰
登
山
隊
に

３
名
の
会
員
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

創
立
当
初
か
ら
の
会
員
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、

現
役
を
退
く
者
が
多
く
な
り
Ｏ
Ｂ
会
が
発
足
し
、

総
会
懇
親
会
、
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
、
冬
の
ス
キ
ー

な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た
が
、
そ
の
活
動
も
難
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
。

現
在
、
会
員
数
は
男
女
合
わ
せ
て
22
名
、
冬

山
を
は
じ
め
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
沢
登
り
、
低
山

ハ
イ
キ
ン
グ
と
、
幅
広
い
活
動
を
し
て
い
る
。

高
齢
化
や
時
代
の
流
れ
と
共
に
、
山
岳
会
の

あ
り
方
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
伝
統
を
守
り

つ
つ
、
次
世
代
に
継
承
す
る
こ
と
を
模
索
し
て

い
る
。
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